
・

第51 回大 会〕

2Dp-l

５月30 日 日 13 :30 ～16 : 00

手作り食品と市販品の併用状況

一銭子･グラタン･ハンバーグについてー
○高橋 洋子（新潟大）、勝田 啓子（奈良女大）

食　　物

目的：　‘家庭での手作りから市販品購入へ'という移行の経緯を探るために、継続して
食生活調査を行ってきた。本発表では、複数の製品形態で市販されている波子･ｸﾞﾗﾀﾝ･ﾊﾝ

ﾊﾞｰｸﾞの3品目をとりあげ、手作り品との併用状況を形態別摂食状況ととにも比較検討する。

方法:　1996 年12月(一部は翌年1月)、ｱﾝｹｰﾄ調査を郵送で行った。対象は、新潟県内在
住の大学生の母親(NU)、同幼稚園児の母親(Nk)、東京都およびその通勤通学圏在住の大学

生の母親(TU)、同幼稚園児の母親(Tk) の4群で、回答者は4群合計951名(Nu＝187、Nk＝172、
Tu＝191、Tk＝401)であった。調査項目から上記の3品目を抽出し、A.手作り品の摂食頻度お

よび調理の際の市販補助材料使用状況、B.市販品の形態別(完成品･半調理冷蔵品･冷凍品

の3形態、ﾊﾝ;rｰ ｸﾞはﾚﾄﾙﾄを含む4形態)摂食頻度等を分析した。摂食頻度は、{週1[亘]程度･
月1～2回･年数回･なし}の選択肢の、<月1～2回〉を基準(1点)として比例配分で点数化し、品

目毎に｢手作り摂食点｣｢市販品摂食点＝｢製品形態別摂食点｣の合計｣｢市販品依存率＝市販品

摂食点/総摂食点｣を算出し、品目の特徴や居住地･主婦世代による差異などを検討した。
結果:(1) 品目別①手作り摂食点②市販品摂食点③市販品依存率は次の通りであった。

波子:①0.4(NU)～0.8(Tk)②0.8(TU)～1.3(Nk)③52.0%(TU)～76.4%(Nu)、ｸﾞﾗﾀﾝ:①0.4(NU･TU)

～0.7(Nk･Tk)②約0.4(4群)③約40%(Nk･Tk)～50%(Nu･TU)、ﾊﾝﾊﾞ-ｸﾞ:①約1.0(4群)②0.4(TU)～
約0.7(3群)③26.0%(Tu)～約m(s 群)。(2)家で鮫子を作る家庭の約90%が市販の皮を毎回使
用していた。(3)摂食点最高となった製品形態は、波子は半調理冷蔵品、ｸﾞﾗﾀﾝとﾊﾝ)Vｰｸﾞは

冷凍品であった。3品目とも複数の製品形態の市販品を併用している回答が多く見られた。

２ Dp-2 食 嗜 好 に 対 す る30 年 間 の 経 年 的 検 討

田口田鶴子＊　　○岡本洋子＊*　　小野謙二＊
(＊倉敷市立短大，＊＊鈴峯女短大)

【目的】本報告では, 1968年当時20 歳であった女子99 名を対象に30 年間の年齢経過
を追って食嗜好ならびに味覚感受性の推移を検討した.

【方法】同一対象群99 名について,1968 年(年齢20 歳),1978 年(30歳), 1983 年(35
歳), 1988 年(40歳), 1993 年(45歳), 1998年(50歳)の計６回,甘・酸・塩味を特徴とす
る食べ物に対する嗜好調査を行った( 回収率:70.7  ％(1978年), 96.7％(1983 年), 80.8
％(1988年), 29.3 ％(1993年), 58.6％(1998年)). 1968 年, 1993 年の２回,上記被検者
のうち88 名,26 名について,甘,酸,塩味物質の等差濃度水溶液を検査試薬として,全口
腔・上昇系列法により味覚闇値検査を行った．また比較対照として1988 年, 1993 年お
よび1998 年に20 歳の女子を被検者として嗜好調査ならびに味覚検査を実施した.Dun
can's Multiple Range Test および数量化３類によってデータの検定・解析を行った.
【結果】(1)同一対象群における経年的調査では,20 歳,30歳,40歳,45歳,50歳の食嗜好
傾向は,(若年層パターン)と(中年層パターン)に分類された.
(2)年齢経過とともに,ぜんざい,酢の物，らっきょう漬け,たくあんなどの嗜好度は上昇
傾向,キャラメル,夏みかん,サイダーなどの嗜好度では低下傾向がみられた.

(3)同年齢(20歳)を対象とした調査では, 1988 年,1993 年, 1998 年の食嗜好傾向はいず
れも類似していた.

(4)1968 年当時20 歳であった被検者の甘・酸味閥値(平均値)と25 年後の45 歳の闇値
の間には,統計的有意差はみられなかった．
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